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16N利用によるセイヨウナシ　■ラ・フランス’に対する窒素の施用時期と樹体内吸収
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1　は　じ　め　に

山形県の特産果樹　▲ラ・フランスー　は年々栽培面積が増

し，面積・収量とも全国一となっている。香りのよさとな

めらかな舌触りが好まれ．今後も需要拡大が見込まれる。

一ラ・フランス，の施肥時期・施肥量については，試験

データがなく，現場では大玉生産をめざし施肥量がかなり

多く，県の指導にはない春や夏に施肥する場合もあり，品

質面でも内部褐変等が大きな問題となっている。そこで，

高品質果実安定生産の施肥技術確立のため，秋・春・夏に

施用した】SN標識窒素の樹体各部位への吸収・移行を，時

期別に検討した。

2　試　験　方　法

試験は，樹齢4年生のヤマナシ台，主幹形仕立て‘ラ・

フランス’で，1区1樹反復なしで行った。各樹の周囲2

×2m，深さ40C皿に7ゼシートを設置し，その中に施肥し
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肥料は1樹当たりNニP205：K20＝10．5：6：12gで，

窒素はSN標識硫安（10．2atom％）を施用した。リン酸・

カリは垂過石，塩化カリをすべての樹に秋に施用した。

窒素施肥時期は秋，春，夏とし，秋施肥は9月30日，解

体は翌年3月17日（施肥後168日），8月4日（同308日），

10月14日（同379日）に行った。春施肥は4月9日，解休

は8月3日（同116日），10月14日（同188日）に行った。

夏施肥は8月6日．解体は10月14日（同69日）に行った。

なお，10月14日は収穫時期である。各解体樹は根，幹，糞，

果実等に細かく分けて分析に供した。全窒素はセミミクロ

ケルダール法で，lSNは日本分光N－150型アナライザで測

定した。

3　試験結果及び考察

（1）秋施肥の窒素動態

秋施肥区の部位別窒素含有率を解体時期別に見ると（図

夏

簡積二年三年四年　幹　徒鼻一年二年軽量彙実相楓小最中楓大根
捜　練　練　　　扶　棟纂棲雷機業

秋

花芽纂芽簡欄二年三年四年　幹　一年二年瞳最果実轟繊小樽中根大根
機　棲　棟　　　棲鼻枚業績霊

園1　秋施肥した窒素の動態（全窒素・】SN部位別含有率）
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1），春には花芽∴葉芽，二次伸長枝，地下部で高く，夏秋

は，糞と果実が高かった。lSN含有率は春は．花芽，葉芽，

遅伸びした枝，地下郎で高く，夏には地下部が低く，糞や

果実が高くなり，秋には地下部はさらに低くなった。この

ことから．秋の施用窒素は，翌年春まで花芽．棄芽，地下

郎に貯蔵養分として蓄えられ，春以降樹全体に移行すると

思われる。

秋施肥区の樹全休の施肥窒素吸収率は，春13％から秋31

％に高まり，寄与率は樹全体では春10％から秋7％に低下

した。部位別には春は各部位ほぼ同じであるが，夏と秋で

は柴と果実で高い傾向が見られた（表1）。

表1　秋施肥窒素の吸収率と寄与率

春　　　　　　夏　　　　　秋

施肥N　寄与率施肥N　寄与率施肥N　寄与率
吸収率　　　　吸収率　　　　吸収率
（％）（％）（％）（％）（％）（％）

秋肥区果実　　　一　　一

糞

枝・幹　7．0　10．3
般　　　5．8　10．2
花芽　　0．0810．9
彙芽　　0．0510．8

4．0　10．011．2　　8．1

9．9　10．4　9．2　　8，3

6．1　7，6　7．9　　6．0

2．0　　7．4　　3．0　　5．4

－　　　－　　0．02　　6，6

－　　　－　　0．06　　6．4

合　計12．9　10．2　22．0　　9．0　31．4　　7．2
春肥区果実

葉

枝・幹

1．0　10．0　6．1　10．0

8．1　9．812．3　　9．6

6．2　　7．5　9．3　　7．3

3．3　　7．4　　3．4　　6．8

18．7　　8．3　31．1　　8．7

7．5　　6．4

7．6　　5．6

9．4　　5．8

3．9　　7．0
A
［コ 計　　　　　　　　　　　　　　28．4　　5．8

12）春施肥の窒素動態

春施肥樹の全肇素の部位別割合は，夏には地上部22．9％，

果実4．7％であったが，秋には地卜部15，2％，果実17．1％に

増加した。同時に妻と幹については数％減少した。一方施

肥窒素の部位別割合（重窒素含有率）は全窒素と同様の傾

向を示したが，果実が5．4％から19．6％に増加した。

春施肥樹の施肥窒素吸収率は（表1），夏から秋へ高まっ

た。寄与率は立秋とも葉及び果実が10％前後，それ以外の

部位では6～8％であり．春に施肥した窒素は葉と果実に

多く取り込まれた。樹全体の寄与率は夏，秋で大差なかっ

た。

（3）施肥時期別の収穫時樹体内施肥窒素分布

すべての区で，収穫時の全窒素含有率は，葉が著しく高

く，次いで果実が高い傾向にあったが，費の含有率は，春

施肥区が最も高く，次いで秋施肥区である。また，夏施肥

区で果実の窒素含有率が高くなっている（図2）。

－5N含有率は全体的に全窒素含有率と全体とはば同傾向
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図2　施肥時期別，部位別の窒素含有率

異臭　折積lt】牧　幹　葉　細微　小職　中楕　大損

図3　施肥時期別．部位別の15N含有率

であるが，春施肥零素は葉に取り込まれやすいことが，夏

施肥窒素は，特に果実に取り込まれやすい傾向が伺えた

（図3）。

収穫時の施肥窒素吸収率を施肥時期別に比較すると，秋

施肥31．4％，春施肥31．1％，夏施肥28．4％であり，秋施肥

と春施肥では差がなく∴夏施肥も短期間に良く吸収された。

寄与率では，春施肥が8．7％と最も高い値を示した。

4　ま　と　め

秋施肥窒素は春まで，地下軌花芽，葉芽に貯蔵養分と

して蓄えられ，春以降．樹全体に移行しており，秋施肥は

花芽，葉芽を充実させるために重要であると考える。一一一・万，

春施用も窒素吸収率に大差なく，各部位に対する■SN寄与

率は春施用で高い傾向から，土壌によっては一部の春施肥

も良いと考えられる。夏施用窒素は特に果実と葉に移行し

やすい傾向が伺えた。果実中窒素含量が増えると内部褐変

が多発する傾向から，夏季の施肥は，品質保持の面からは

行わない方が良く，春施肥を行う場合も，質・童には注意

が必要である。


